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Abstract  In recent remarkable activities for 3R, reduce, reuse and recycle, of industrial wastes, 
recycling of muddy soil, by-product inevitably supplied in construction works, has still been 
behind the others. This paper concerns procedures of muddy soil stabilization and their practical 
application for reuse as embankment materials. Extensive investigation was done on physical and 
mechanical properties of stabilized soils, for various kinds of stabilizers and different mixing 
rates, to propose appropriate combination of soil and stabilizer. Applicability of stabilized soil for 
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       試料土 





土粒子密度(g/cm3) 2.402 2.494 
湿 潤 密 度 (g/cm3) 
(自然状態) 
1.856 1.958 
自然含水比  (%) 86.8 47.7 
強 熱 減 量 (%) 7.4 6.9 
液性限界(%) 68.1 41.9 




 塑性指数 34.4 11.4 
礫  分(%) 0.0 7.0 
砂  分(%) 2.2 9.0 





粘 土 分(%) 46.7 22.7 
土 質 名 称 シルト（MH） シルト（ML） 
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100 99.1 1.493 
150 116 1.413 
港湾浚渫土 
(Y 泥土) 
200 140 1.357 
100 57.3 1.682 
150 64.8 1.626 
沈砂池 
堆積土 
(T 泥土) 200 76.0 1.565 
 
２・２ 使用添加剤 












に対して 15kg 一定とし、固化材添加量 P を 50 kg/m3(貧

























  図－１ 締固め曲線(改質土 Y) 
  図－２ 締固め曲線(改質土 T) 
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    図－４ 締固め状態と透水係数の関係 













































    図－５ 締固め状態と透水係数の関係 
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    図－６ 締固め状態と透水係数の関係 
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    図－７ 締固め状態と透水係数の関係 
     （改質土 T、P=250kg/m3） 
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する締固め D 値と固化材添加量 P との関係で改質土 Y お
よび T について整理すると図－８のようになる。図を見















図－９(a)は、改良土 Y について、3 時間および 6 時間






























































































































































































































































図－11 および図－12 は、改質土 Yおよび Tについて、



















































































図－12 養生日数と一軸圧縮強度の関係(改質土 T) 
３・５ ＣＢＲ特性 
図－13 は、改質土 Yおよび Tについて、固化材添加量
P=150kg/m3、養生日数 28 日における CBR 値(設計 CBR)と
フロー値の関係を示したものである。図より CBR 値はフ
ロー値の増大に伴って低下する傾向にあることがわか






























































H460mm)内に高さ 250mm、上下流斜面勾配 1：0.8 の模型
提体を作製した(図－15)。また、模型は貯水側斜面に遮 
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試 料 山口砂 改質土 Y 
最大粒径          Dmax(mm) 2.00 2.00 
土粒子密度       ρs(g/cm3) 2.582 2.513 
最大乾燥密度  ρdmax(g/cm3) 1.893 0.744 
最適含水比         ω0pt(%) 10.9 83.5 
締固め乾燥密度   ρd(g/cm3) 1.76 0.707 
締固め含水比         ω(%) 5.6 82 
飽和透水係数    ks(cm/sec) 2.19×10-2 1.14×10-3


























図－16 および図－17 に、CASE1 および CASE2 の貯水位
急降下直前の提体内の浸透状況を示した。両図を比較す







































































両図から、CASE2 は CASE1 より提体内に多く残留間隙水
圧が残っていることが確認できる。また、図－21 は CASE3
の貯水位急降下終了後(換算時間 9ｈ)の提体内の浸透状
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